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8月26日（金）
に
名寄市立総合病院で今回が
３回目となる院内青年部学習会を開催
しました
。参加人数は学習会２５人
、交流会33
人
、う
ち初参加者が１０
人
以上（うち新人８
人
）
でした
。
昨年に引き続き、副執行委員長であり市立病院総務課経理係の牧野長武さんによる「地方公営企業法の全部適用への移行」についての講演では、“公立病院改革プラン
”
について、また公立病院の経営形態の種類、全部適用により労働協約に法的拘束力があることなどを学習しました。
「全部適用への移行により柔軟な運営ができるが、素敵な未来が待っているわけではない。良い方にも悪い方にもいくので今まで以上に労働組合への結集が必要」という言葉が印象的でした。
)

 (
全部適用について、講演してくださった牧野副執行委員長
) (
講演を
聞
いて「自由度の高い経営が可能になる分、病院単体での組織力・経営力が求められると感じた。」「この機会に
さまざま
なことが見直され、改正につなげられたらうれしい。労働組合が現在よりも一致団結することが大事だと感じた。」といった感想があり、全部適用移行についての理解と労働組合の重要性を認識しました。
) (
　分散会では「人員が少なく有休が取れない。休み希望を出しても渋られる。」「家庭がある人ばかり優先され、自分達の仕事や休みに目を向けてもらえない」という実態があり、それぞれの職場での問題が明らかになりました。
交流会では病院幹事の声かけにより30
人
を超える参加があり、
さまざまな部署の仲間と知り合える機会となりました。
　今後も院内青年部学習会の定期開催を
めざ
し、自分たちが長く働き続けられる職場環境作りのために、より一層結集して自分たちができる行動をしていき
ましょう
。
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青年部を卒業されたあの人も参加してくれた交流会！
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分散会の様子
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